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年頭のごあいさつ

　新年、明けましておめでとうござい

ます。

　皆様におかれましては、希望に満ち

た輝かしい新年をお迎えのことと心よ

りお慶び申し上げます。

　昨年は、大瀬地内で発生した大規模

な地滑りによる国道287号の全面通行

止め、そして２年連続の豪雨災害によ

り大きな影響を受けた当町であります

が、着実に復旧、復興に向けた対応を図ってまいりますので、引

き続き、安全・安心の確保にご理解、ご協力をお願いいたします。

　今年の干支の未
ひつじ

は、温厚で群れをなすところから安泰を表す

とされ、いつまでも平和に暮らすことを意味しているとも言わ

れます。そして今年は終戦から70年という節目の年に当たり

ます。この１年が日本、そして世界の人々にとって平和で幸せ

な年になることを願っております。

　「笑顔かがやき　心かよう　美しいまち」をめざした、第５

次白鷹町総合計画の後期基本計画がスタートする今年、前期の

計画を踏まえ、「人づくり」を基本に「子育て・教育」「雇用・

産業」「地域」に「防災」を加えた４つの柱で、さらなる町政

発展に向けたまちづくりを進めてまいります。

　国は、少子化、人口減少の中、地方に「しごと」をつくり

「ひと」を呼び「まち」が活力を取り戻すことをめざした「地方

創生」の長期ビジョン・総合戦略を昨年の暮れに発表しました。

これから真の地方創生に向け、各自治体の意気込みが問われて

まいります。本町においても、後期基本計画に沿って白鷹町版

総合戦略を取りまとめ、少子化対策、都市からの移住政策を実

行に移し、町民の皆様と共に共創の理念のもと、職員一同、こ

の人口減少社会に気概をもって果敢に立ち向かってまいります。

　特に、地方創生元年の今年、地区公民館をコミュニティセン

ターに移行します。これまで各地域において熱心にご議論をい

ただき感謝申し上げますとともに、それぞれが特色を活かし魅

力ある新しい地域づくりが動き出すものとご期待しております。

　結びに、町外、県外でご活躍されている町関係の皆様のさら

なるご活躍と、町民の皆様にとりまして良い年でありますよう

心よりご祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。

白鷹町長　佐　藤　誠　七
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年頭のごあいさつ

　新年、明けましておめでとうござい

ます。

　町民の皆様には、お健やかに良い年

をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　昨年は、町制施行60周年の節目を

迎えました。編纂された白鷹町史を拝

見し、町民歌の「幸ありき　遠きわれ

らの親たちが　励み育てて伝え来し　

白鷹」という一節のとおり、あらため

て先人や諸先輩の皆様に敬意と感謝の意を表するとともに、次

代へ向けての更なる町政発展の務めを果たすべく思いを強くい

たしました。

　新年度からは、東西中学校及び鷹山・荒砥小学校の統合、コ

ミュニティセンター化など、新しい組織や制度が導入されます。

これまでにも増して夢や希望が育まれ、活力あるまちづくりを

期待するものです。

　一方で本町は、２年続きの豪雨災害に見舞われ、いまだにそ

の爪痕が残っております。災害時には、消防団員をはじめ、地

域の皆様のご尽力により最小限の被害に止めていただいたもの

と感謝を申し上げます。これらを教訓として、更に安心で安全

な暮らしができるように万全を期するとともに、災害のない年

となることをお祈りいたします。

　年末の衆議院総選挙も終わり、経済対策や地方創生といった

政策が進められていくことと思います。多くの地方自治体は、

人口減少、少子高齢化、地域経済等の現実と課題を抱え、これ

らを乗り越えるための創意工夫や企画力がこれまで以上に求め

られる時代となりました。地方創生が叫ばれる今こそ、もう一

度足元を見つめ直し、地域資源の再認識、地域の信頼や連携を

通じて、今日まで先人が築き上げてくれた白鷹を、さらに自信

と誇りが持てる町として後世に引き継いでゆく努力をしなけれ

ばなりません。

　地方議会にとりましても、更に研鑽と研究が求められており

ます。議会の情報公開や説明責任を果たしながら、町民の皆様

の負託に応える議会運営を目指してまいる所存です。

結びに、新しい年が、町民の皆様にとりまして幸多き年となり

ますようお祈り申し上げごあいさつといたします。

白鷹町議会議長　今　野　正　明
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ひつじ年の年男・年女さん
　新年あけましておめでとうございます。

今年はひつじ年。「羊」のつく字は縁起のよい字が多く、

平和な年になると言われているそうです。今年が年男

年女になるひつじ年生まれの方をご紹介します。

木村はるかさん　蚕桑小学校６年早坂颯
さ

翼
すけ

くん  荒砥小学校６年

梅津向
こう

希
き

くん

12 歳
平成 15 年生まれ

今年はひつじ年

◇趣味・特技　　新幹線が大好き・料理をすること

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　１つ目は、運動会のとき、６年生で初めて応援団

にチャレンジして優勝することができたことです。

２つ目は、お母さんと新幹線でいろいろなところへ

旅行したことです。（渋谷やディズニーランド）

　中学校の部活は何部に入るかはまだ決めていませ

んが、部活と勉強を両立できるようにがんばりたい

です。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　白鷹町のいいところは、自然がいっぱいあるとこ

ろです。きれいな自然を見ていると心が安らぎます。

　冬でも思いっきり運動できるような遊び場ができ

たらいいなと思います。

◇趣味・特技　　絵を描くこと・パソコン

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　エコ・ボランティア委員会の副委員長として委員

長と一緒にいろいろ活動しました。また、友だちに

誘われて剣道スポ少に入り、初めて大会に出場しま

した。合宿などもして楽しかったです。

　４月からは中学生になります。部活動なども入り、

勉強もむずかしくなるのでしっかり学習したいです。

美術部に入ろうと思っているので、４月になるまで

絵の練習をしようかなと思っています。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　自然が多くて、桜がきれいなところが好きです。

これからも、事故が少ない安全な町であってほしい

です。

◇趣味・特技　　スキー

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　町陸上大会の走り幅跳びで６位になったことです。予想以上の結

果でとてもうれしかったです。

　学校でホタルを飼育し、えさをあげたりして育て方を覚えて、初

めてホタルのたまごを見たことです。

　去年のスキー大会では２位だったので、今年は１位を目指します。

４月から一緒になる荒砥小学校のみんなと友だちになって、６年生

になるので荒砥小学校でも委員会活動をがんばります。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　白鷹町は、自然豊かで景色がきれいです。野生の動植物がたくさ

んいるところがいいです。
鷹山小学校５年



　　 広報しらたか　2015.1.13 　　 広報しらたか　2015.1.13●�　　 広報しらたか　2015.1.13 　　 広報しらたか　2015.1.13

Interview
新春特集

髙橋真
ま

秀
ほ

さん（横田尻）　保育士川合拓
たく

敏
と

さん（十王）　会社員

長岡佳則さん（鮎貝）　会社員梅津伺
み

幸
ゆき

さん（萩野）　看護師

24 歳

36 歳

◇趣味　旅行・音楽鑑賞

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　仕事仕事で働きづくめでしたが、入社して10年目

の節目の年でもあり、新たな仕事にもチャレンジす

ることができ、充実した一年でした。

　最近、運動不足なので、一年を通じてできるスポ

ーツを始めたいと思っています。また、仕事でも私

生活でも昨年以上に充実した年になればと思います。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇白鷹町のすきなところ、こんな町になってほしい、など
　仕事柄、町民の皆さんとふれあう機会が多く、そ

の中で、皆さんの優しさや思いやりを感じ、本当に

感謝しています。これからも、困難なことがあって

もみんなで助け合い協力し合える町であってほしい

です。

◇趣味　旅行・観光

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　社会人３年目となり、仕事にも慣れて地域の行事

にも参加できるようになりました。白鷹を離れた時

期もあり、地域の中になかなか向かえずにいました

が、皆さんにあたたかく迎えてもらい、素敵な出会

いがたくさんあって、感謝の一年でした。

　2015年も、たくさんの出会いの中で、多くを学び

成長できる一年になったらいいなと思います。仕事

もプライベートも充実した実り多き年にしたいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　白鷹町はたくさんの自然に囲まれていて、あった

かい地域性がいいところです。これからもそんな白

鷹町であり続けてほしいです。

◇趣味　温泉・旅行

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　昨年いちばんのできごとは、８月に娘が生まれた

ことです。

　娘が生まれて、家族のために今まで以上に仕事を

がんばりたいです。また、父親としても成長できる

一年にしたいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　白鷹町は自然がいっぱいでいい町です。また、食

べ物もおいしいです。

　子どもにやさしい町になってほしいです。

◇趣味　食べること・飲むこと・寝ること

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　人に支えられて「自分」が在ることを実感した一

年でした。「あたりまえ」のことがどれだけありがた

いことであるかを考えることができました。

　休んでいるスポーツジムにまた通って肉体改造を

したいです（笑）

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇白鷹町のすきなところ、こんな町になってほしい、など
　若い人がどんどん増えて活気強い町であってほし

いです。
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Ｅさん橋本秀一さん（畔藤）　農業

井澤友二さん（横田尻） 自営業（水道設備）奥山さち子さん（下山）　介護福祉士

48 歳

60 歳

（鮎貝）　会社員

◇趣味　畑で野菜づくり・料理をすること
◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）

　春に長男が大学生になり独り暮らしを始めました。

親のほうは心配でときどき連絡していますが、友だ

ちもできて学生生活を楽しんでいるようです。自分

のやりたいことに向かってがんばってほしいです。

　今年の春は次男も高校を卒業します。子どもたち

から手が離れて自分の時間もできるので、すきなこ

とをして健康で過ごしたいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　白鷹町に来て21年になりました。治安がよく安心

していられます。自然がいっぱいで、特に雪景色が

すきです。

◇趣味　スキーなど

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　農業という仕事上、やはり天候が気になります。

昨年も全国的に異常気象でした。このあたりも異常

とはいかないまでも、農家にとってはなかなかたい

へんな天気でした。

　農業を始めて20年以上になりました。始めた頃と

は経営内容も変わり、果樹からハウス（トマト）を

主に切り替えました。なかなか覚えられずたいへん

でしたが、これからも初心を忘れずにやっていきた

いと思います。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　今のまま、いつまでも変わらない白鷹町であって

ほしいと思います。

◇趣味　ダンス・映画鑑賞

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　踊ることが好きで「よさこい白鷹櫻鷹会」に入っ
ています。昨年は北海道の「さっぽろよさこいソー
ランまつり」に、会のみんなで参加できたことが思
い出です。北海道の美味しいものをたくさん食べて
力いっぱい踊ってきました。これからも会の仲間と
楽しく踊っていきたいです。

　いろんなことに興味を持って身も心もしなやかに
健康で過ごしたいです。踊りも、よさこいソーラン
に限らずいろんなジャンルの踊りに挑戦したいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　白鷹町は、自然豊かで景色が美しく、食べ物も美
味しいところが大好きです。人口が増えて活気のあ
る町になってほしいです。

◇趣味　バイクツーリング・ゴルフ・野球・旅行　等

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　昨年は消費税増税となり、仕事に大きな影響があ
るかと思われましたが、思いのほか順調で一年を過
ごすことができました。ただ、２年続きの集中豪雨
により山は土砂崩れで林道は通れず、自然の凄さに
驚くばかりです。

　今年は還暦を迎えます。悔いのない人生を送れる
ように全てに全力でアタックできればと思います。
ポジティブに笑って過ごすように心がけたいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇白鷹町のすきなところ、こんな町になってほしい、など
　この町の好きなところは、仲間がたくさんいるこ
とですね。今後の町に期待することは、町職員一人
ひとりが住民の暮らしやすさ等を常に考えて行動し
てほしいです。議員の方にもしっかりとしたプラン
を持っての行動を期待します。
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Interview
新春特集

齋藤順一さん （滝野）

72 歳

84 歳

◇趣味

本木仲一さん（高玉）　　 海老名千枝子さん（滝野）　

　38歳の頃からさつき盆栽に魅了され、芽挿しで育て

たりもして一時期は100鉢を超えるほどでした。近年

は重い鉢を持てなくなり、やむなく親戚に引き取って

もらいました。そんなとき、娘に勧められたジグソー

パズルにはまり、いまは頭の体操としてパズルの組み

立てを楽しんでいます。始めてから３年くらいになり

ますが、これまで50作ほどを完成させ、みんなに差し

上げてよろこんでもらっています。現在は1000ピース

の般若心経３作目に取り組んでいるところです。

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　東京にいる孫に案内してもらい「江戸浮世絵展」を

鑑賞しました。歌麿の絵のすばらしかったこと！また、

秋には草津温泉に泊まり、翌日は大内宿から福島県を

縦断し白布温泉に泊まった旅行が思い出です。

　あまり多くを望まず、健康第一で生活したいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　週1回の社会福祉協議会の「八乙女げんき塾」にお世

話になっています。福祉のさらなる充実を望みます。

◇趣味　ジョギング・スキー

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　目標である、川西町元旦マラソン大会とわが町の

若鮎マラソン大会に参加できました。秋に人生で初

の手術をし家族に心配をかけましたが、術後の回復

をみてまた走り始めています。

　妻との旅行を兼ねて温泉地のマラソン大会に参加

することが新年の目標です。体力を維持するため運

動する時間を多くとりたいです。家族６人が元気で

楽しく暮らせる一年にしたいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　年代を超えて楽しく話し合える、人情深く思いや

りのある白鷹町が好きです。私の地域には子どもが

多く、子どもの声が聞こえるだけで楽しくなります。

町全体がこのようになるように、若い世代が働ける

場がもう少しあればよいと思います。

◇趣味　いろんな花を咲かせて眺めたり、鉢物を置い

　て鑑賞を楽しんでいます。

◇2014年を振り返って（思い出や心に残るできごとなど）
　広島の土砂災害、御嶽山の噴火、長野の地震、ま

た、わが町でも２年続けての豪雨災害と、各地で災

害が続いて驚かされた毎日でした。

　健康づくり推進員をしています。食事バランスガ

イドを見習い、塩分を控えた料理と運動することを

心がけて健康に気をつけたいです。また、何かに誘

われたときは「歳だからはぁー」と言わず時間をつ

くって参加し、仲間としゃべったり笑ったり楽しく

過ごしたいです。

◇新年にあたっての抱負（チャレンジしたいことなど）

◇「白鷹町のすきなところ」「こんな町になってほしい」など
　長井市から白鷹町に入ると白鷹山が正面に見える

雄大な景色が大好きです。紅花生産量が日本一の

「日本の紅
あか

をつくる町　白鷹町」。町花の「こぶし」

も見事に咲く公園があったらいいなと思います。
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章 節 施策の内容

１　豊かな自然
を生かし魅力あ
る美しいまちを
つくります

1 森林と農地の活用
間伐の推進、里山の整備活用、公共施設への地域産材の利用、
「人・農地プラン」の推進、農地・水環境保全、農村整備など

2 環境に配慮した循環型社会の形成

意識啓発、臭気・水質保全対策、環境保全型農業の推進、ごみ減
量、リサイクル推進、不法投棄防止対策、再生可能エネルギーの
利用推進、省エネルギーの普及啓発、地球温暖化対策の推進な
ど

3 美しいまちづくりの推進
景観の保全運動、景観を生かした交流事業の推進、花いっぱい運
動、道路･河川の美化活動など

２　仕事に励み
活力ある産業の
まちをつくります

1 持続可能な地域産業の発展

農業基盤の整備、農業経営体の育成、鳥獣被害対策、森林境界
の明確化、木材利用の促進、受注拡大に向けた支援、伝統地場産
業の振興、消費拡大を図る商業活動の活性化支援、雇用の確保
や創出､労働環境充実､女性の就労､企業誘致推進、各産業にお
ける人材の確保と育成など

2 白鷹らしいものづくりの推進
特産品の開発や地場産品の推奨、販路の拡大、地産地消や食育
の推進、郷土食や伝承･地場野菜の普及など

3 特色ある産業の振興
観光４シーズン化、『紅』の活用、体験･着地型観光の推進、産業振
興戦略会議による農工商観連携事業の推進、起業の支援、新分
野進出促進支援の推進など

３　たがいに助
け合い思いやり
のある楽しいま
ちをつくります

1 子ども子育て支援の推進
母と子の健康づくり、子育て家庭への支援充実、ワークライフバラ
ンスの推進、保育サービスの充実、家庭での子育て支援、出会い
の場の創出、婚活サポート委員活動の活性化など

2 だれもが安心して暮らせる社会づくり
高齢者・障がい者福祉の充実、生きがいづくりの推進、町立病院
の充実、各種医療機関との連携強化など

3 人・地域の元気づくり
次代を担う人材育成の推進、交流による人材育成、コミュニティセ
ンターを核とした地域づくりの発展充実、縁のある都市との交流、
都市と農村の交流など

４　進んで学び
健康につとめ文
化のまちをつくり
ます

1 元気で信頼される郷土の学校づくり

基礎学力・体力の向上、ALT設置、いのちの教育の推進、学習環
境の向上、支援員の配置、スクールバスの運行、地域と保育園・小
中高・各種団体等との連携、荒砥高校、白鷹高等専修学校の支援
充実など

2 生涯にわたる学びの充実
町立図書館の整備、自主的学習の支援、町民武道館の整備､総
合型地域スポーツクラブ支援､大会開催、文化交流センターの運
営、伝統文化の学習支援など

3 健康で豊かなひとづくり
検診事業、生活習慣病予防や心の健康づくり、健康教育事業、む
し歯予防など

５　きまりを守り
信頼を深め住み
よいまちをつくり
ます

1 計画的な土地利用
各種計画に基づく土地利用、荒砥橋の整備促進､公共施設の跡
地利用など

2 安心して住めるまちづくりの推進
消防･防災施設の整備、危機管理体制､自主防災組織の充実、除
雪体制の充実、高齢者世帯の安全確保、空き家対策、四季の郷宅
地分譲､リフォーム支援など

3 良好な生活環境の向上
広域幹線道路網の整備要望、町道の整備、フラワー長井線の経
営支援、デマンド交通の充実、上水道、下水道の整備充実など

4 ふるさと回帰の推進 移住相談や新規就農者等の受入支援、ふるさと納税推進など

６　基本計画の
推進に向けて

1 情報の共有と町民全体のまちづくり 広報、ホームページ等の情報発信の充実、座談会の開催など

2 行財政改革の推進 民営化、指定管理制度、民間委託、効率的な行財政運営など

3 国、県、自治体等との連携 国、県、自治体等との多様な連携、広域行政の充実など

4 PDCAｻｲｸﾙに基づく進行管理 指標等評価を基に進捗状況を確認し、事業の実施、改善など

◆基本計画の概要



　　 広報しらたか　2015.1.13 　　 広報しらたか　2015.1.13●�　　 広報しらたか　2015.1.13 　　 広報しらたか　2015.1.13

　安心して子どもを産み
育てられる環境を整備す
るとともに、町全体で子
どもと家庭を支える仕組
みをつくります。

　農業をはじめ、地域の
資源を活用した産業の振
興を推進し、女性や若者
の就業、定住促進を図り
ます。

　地域が主体的に取り組
むコミュニティセンター
を核とした地域づくりを
推進し特色ある住みよい
まちづくりを進めます。

　地震や豪雨、豪雪など
から財産や生命を守るた
め、災害に強い安全安心
のための防災力を強化す
る取り組みを推進します。

◆少子化対策
◆婚活支援
◆教育環境の充実
◆荒砥高校支援
◆文化芸術スポーツ振興

◆強い農業づくり支援
◆担い手 ､ 基盤づくり
◆企業振興、発展支援
◆６次産業化
◆観光交流の拡大推進
◆雇用確保創出
◆起業支援
◆民営化･民間委託の推進

◆地区計画実現支援
◆各地区の公園の維持管理
◆空き家対策
◆移住者受入推進
◆地域公共交通の確保
◆住宅施策の展開
◆農村維持・里山再生

◆災害に強いまちづくり
◆防災視点の公共インフラ整備
◆災害復旧事業による復興推進
◆危機管理対策の強化
◆荒砥橋の整備推進

未来を築く子どもたち

子育て教育
地域資源を活かす

雇用・産業
住んでよかった

地　域
安全・安心

防　災

＜重点プロジェクト＞
○人口急減対策プロジェクト
○防災力向上プロジェクト
○コミュニティ活性化プロジェクト
○森林･林業再生プロジェクト
○産業競争力強化プロジェクト
○白鷹人育成推進プロジェクト

地方創生（まち・ひと・しごと創生本部）

山形県人口減少対策プロジェクト

　第５次白鷹町総合計画は、平成 22 年度にまちの将来像を『笑顔かがやき　心かよう　美しいまち』
として掲げ、平成 31 年度までの 10 年間のまちづくりの指針として策定されました。前期基本計画
の５カ年が平成 26 年度をもって終了することから、これまでの進捗状況を検証するとともに、人口
減少社会や東日本大震災、平成 25 年及び平成 26 年と連続で発生した豪雨災害など取り巻く社会情
勢の変化も考慮し、後期計画を策定するものです。

◆重点プロジェクトと主要施策

施策の４本柱

各種計画（案）のパブリックコメントについて

皆さんのご意見をお寄せください！

　町では、現在、各種計画の策定を進めています。これまで計画策定委員会等で検討を重ねた結果の概
要をお知らせします。詳細については、各地区公民館、役場担当課や町のホームページ等で公開します。
内容をご覧いただき、皆さんのご意見をお寄せください。各計画の問い合わせ先、募集期間は14ペー
ジをご覧ください。

第５次白鷹町総合計画　後期基本計画（案）

すべての根幹を成す  人材育成　“地域づくりは人づくり”

◆計画期間　平成 27 年度～平成 31 年度（基本構想　平成 22 年度～平成 31 年度の後期５年間）

プロジェクト推進

 

国
・
県
・
自
治
体
と
連
携

【担当】　総務課企画室企画調整係
【募集期間】　１月 23 日（金）～２月６日（金）
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◆これまでの取り組みと新たな大綱の策定にあたって　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本町では、平成８年に第１次大綱を策定以来、現在の第４次大綱まで、「持続可能な行政運営」「地
域再生と共創のまちづくり」を目指して、行財政改革の推進を図ってきました。
　この間の財政運営は、経常収支比率が依然高止まりの状況であり、財政の硬直化が続いているもの
の、町の公債費（借金）の状況については着実に改善が図られてきています。
　その一方で、今後は統合中学校整備や２年連続の豪雨災害による復旧・復興への取組、役場庁舎等
複合施設の整備等の大規模な投資的事業により、地方債残高は増加する見込みです。
　厳しい財政状況の中ではありますが、財政の健全化を維持しながらソフト・ハードとも必要な投資
を行い、みなさまに「住んで良かった」、「ずっと住み続けたい」と感じていただけるまちづくりを進
めていくため、第５次の行財政改革大綱を策定するものです。

◆行財政改革大綱の位置づけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　本大綱は町の最上位計画である白鷹町総合計画に掲げる施策を効率的・効果的に実現するため、取
り組むべき改革の方針として位置付けます。

◆基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　人口減少・高齢社会のなかで地域・民間・行政の連携をさらに強化し、まちづくりの活性化と町内
経済の循環を促進し、持続性のあるまちづくりを進めるため、地域や民間の力を生かすための事務事
業の整理とより質の高い行政サービスを提供できる組織づくりの視点から４つの基本方針を定め、こ
れを柱として重点課題に取り組み、行財政改革を推進していきます。　

基
本
方
針
ご
と
に
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題

第５次行財政改革大綱

重点課題について具体的な行動計画を策定し、進捗管理を行うとともに、目標や年次計画については適切な進捗管理が行
えるように適宜見直しや更新をかけていきます。

第５次行財政改革大綱（案）

◆計画期間　
　平成 27 年度から平成 31 年度までの５年間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

（1）地域の活力の再生・創造の推進 （3）効率的な行財政運営の推進 （4）信頼される行政の推進

 1. コミュニティセンターを核とした地域 づくりの支援

特色ある地域づくり活動への支援

支援体制の整備

 2. 自治活動支援の推進

 3. 自主防災活動の充実

リーダーの育成支援
防災意識向上農支援

 1. 業務の民間委託の推進

保育行政の見直し
共同調理場業務の民間委託
業務の民間委託の推進
施設の指定管理者制度及び民間委託
の推進

 2. 委託団体等の組織力強化の推進

観光協会の育成支援

第３セクターの経営健全化

 3. 産業の振興

農工商観の連携による地域力の
向上と産業の振興

 1. 定員管理の着実な推進

 2. 事務事業の見直し

 3. 財政及び公営企業等の健全化

 4. 事務事業の広域連携

行政評価システムの運用
補助金の定期的な見直し
事務事業の整理

財政の健全化

公共施設等の総合的な管理
公営企業等の経営健全化

（2）民間力のさらなる活用の推進

 1. 町民満足度の向上

行政サービスの充実
情報提供の充実
町民の参画機会の拡充

 2. 人材育成の推進

職員研修の充実
人材育成基本方針の改定
新たな人事評価制度の導入

 3. 危機管理体制の充実

防災センター機能の充実
災害情報等の伝達手段の充実
火災時の初動体制の充実

自治組織加入の推進

地域活動の周知

４つの
基本方針

◆行財政改革行動計画の体系

【担当】　総務課総務係
【募集期間】１月 27 日（火）～２月９日（月）
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　町では教育・保育施設等利用定員の設定や、教育・保育施設の整備や子育て支援に関する事業などを
定める「子ども・子育て支援事業計画」の策定を進めています。次世代育成支援行動計画（後期計画）
の総括や統計データ、ニーズ調査、人口推計などを踏まえ、子ども・子育て会議でご意見をお伺いし検
討してきました。この結果、計画（案）がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

子ども・子育て支援事業計画（案）

　教育・保育提供区域は１区域としました。教育・保育と地域子ども・子育て支援事業の「量の見込
み」に見合った「確保方策」を実施します。幼稚園と保育園の機能を持つ幼保連携型認定こども園に
ついて、あらと保育園とよつば保育園が平成 28 年４月から移行する予定、さくらの保育園は移行を
検討中です。また、ひがしね保育園については、平成 27 年度に民営化等の検討を行います。

◇計画の周知
◇関係機関等との連携・協働
◇子ども・子育て会議での意見聴取

「明日への懸け橋」

平成27年度から31年度までの５年間

１．保育サービス等の充実　　　　　５．地域における子育て支援の充実
２．子育てに伴う経済的負担の軽減　６．障がいまたは特別な支援の必要がある子どもと家庭への支援
３．医療体制の充実　　　　　　　　７．次代の親の育成
４．仕事と家庭の両立

１　計画期間

３　基本的な考え方と施策の展開

　この事業計画は、白鷹町総合計画に掲げる目標に向かって、次のような基本理念と施策目標に沿って
施策を展開します。

1. 子どもの生き
　る力の育成

２　次世代育成支援行動計画（後期計画）の実績やニーズ調査を踏まえた主要な課題

基本理念　確かな次代（あした）を、地域みんなで　～白鷹っ子の笑顔かがやくまち～

2. 母と子の健康
　づくりの推進

3. 子育て家庭へ
　の支援の充実

4. 仕事と家庭の
　両立の推進

5. 子ども・子育
　てに配慮した
　まちづくり

6. 地域における
　子育て支援の
　充実

7. 次代の親の
　育成

４　子ども・子育て支援法に基づく取り組み

５　計画の推進にあたって

   施策目標

【町内保育園保護者会企画　町内保育園合同プロジェクト】
　国が進める認定こども園について、利用者
ニーズや設置者の意向、施設・設備等の状況
を踏まえて、適切に普及・促進を図ります。 ３歳以上園児の手形と名前で壁画を作成

【担当】　健康福祉課子育て支援係
【募集期間】　１月 13 日（火）～１月 26 日（月）
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　町では、廃棄物の処理に関して、法律に基づき「ごみ処理基本計画」を策定します。
　これまで、町の環境審議会や美しい郷づくり推進会議等でご意見をお伺いし検討してきました。そ
の結果、計画（案）がまとまりましたので、その概要をお知らせします。

◆計画策定の趣旨

　次世代へ継承できる良好な環境の保全のためには、長期的・総合的な視点に立った、計画的な一般
廃棄物ごみ処理を図っていかなければなりません。本計画は、ごみの迅速かつ適正な収集・運搬・処
分を目指し、ごみの減量化・資源化等の各種施策を定めるものです。

◆計画区域　白鷹町の全区域

◆計画の範囲

　1. 生活系ごみ　　可燃ごみ・不燃ごみ・有害ごみ・粗大ごみ・資源ごみ
　2. 事業系ごみ　　可燃ごみ・不燃ごみ

ごみ処理基本計画（案）

生ごみのたい肥化促進

◆計画の目標年次　　平成 36 年度

◆計画の構成と主な内容

１. ごみ処理の状況及び課題

　（１）平成 25 年度のごみの排出量
　　生活系ごみ　　2,340 ｔ　　※一人一日あたり 442 ｇで、増加傾向にあります
　　事業系ごみ　　　585 ｔ  　 ※横ばいで推移しています。
　　プラスチック製容器包装類・ペットボトル　 77 ｔ　  ※減少傾向にあります。
　（２）平成 25 年度のごみ処理経費　約 1 億 2,870 円　（置賜広域行政事務組合分担金と収集運搬委託料）
　（３）課題
　　①増加傾向にある生活系ごみの減量　　③小型家電リサイクルシステム等の構築
　　②リサイクルの推進　　　　　　　　　④事業系ごみの減量

２. ごみの発生量及び処理量の見込み

　　町が目指す「持続的発展が可能な社会」を構築するため、ごみの減量化対策を進めるものとし、
　ごみの発生量及び処理量を予測し、目標を定めます。

３. ごみの排出抑制のための方策

　◇基本方針　－ごみを減らし、限りある資源を大切に使います－

ごみ減量モデル ごみに関する環境教育 小型家電リサイクル 事業系ごみの資源化

◆
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
後
期

　

基
本
計
画（
案
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室

企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

◆
第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱（
案
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

☎
85

－

６
１
２
０

◆
ご
み
処
理
基
本
計
画（
案
）

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

６
１
２
８（
共
通
）

E-m
ail: kikaku@

so.tow
n.shirataka.

yam
agata.jp

（
共
通
）

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画（
案
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
86

－

０
１
１
５

E-m
ail: kenfuku2@so.town.shirataka.

yam
agata.jp

  

各
種
計
画（
案
）の
問
い
合
わ
せ

　

各
種
計
画（
案
）に
つ
い
て
、 

ご

意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま
た
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
ご

意
見
提
出
様
式
」
に
必
要
事
項
を

記
載
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【担当】　町民課くらし環境係
【募集期間】　１月 23 日（金）～２月６日（金）
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
新
規
路
線
運
行
業
務

　　

平
成
27
年
度
の
小
中
学
校
の
統

合
に
よ
り
導
入
す
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
新
規
路
線
の
運
行
に
つ
い
て
、

業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。
そ
の
受

託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

１
．
公
募
す
る
委
託
業
務

　

白
鷹
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
新
規
路

線
運
行
業
務

２
．
委
託
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

３
．
応
募
資
格

　

白
鷹
町
内
に
本
社
、
支
社
（
支

店
）
ま
た
は
主
た
る
事
務
所
を
置

く
法
人
そ
の
他
の
団
体

※
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
．
審
査
内
容

　

受
託
事
業
者
に
応
募
を
希
望
す

る
団
体
か
ら
事
業
計
画
書
な
ど
の

資
料
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

審
査
項
目
に
は
次
の
よ
う
な
点
が

含
ま
れ
ま
す
。

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
業
務
に

　

対
す
る
考
え
方
や
方
針
が
確
立

　

さ
れ
て
お
り
、
業
務
に
取
り
組

　

む
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
か
。

②
児
童
生
徒
の
登
下
校
手
段
の
確

　

保
の
た
め
に
、
円
滑
か
つ
効
率

　

的
な
実
施
が
見
込
め
る
か
。

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
適
切
な
運
行

　

管
理
を
行
い
、
安
全
な
運
行
の

　

た
め
の
管
理
体
制
を
整
え
ら
れ

　

る
か
。

④
運
行
管
理
を
安
定
し
て
行
う
人

　

員
、
経
営
規
模
及
び
能
力
等
を

　

確
保
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
か
。

　

な
ど

５
．
募
集
要
項
・
仕
様
書
等
の
公
表

　

１
月
13
日
（
火
）
～

※
詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

６
．
応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
書
類
を
、
1
月
23

日
（
金
）
か
ら
1
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

係
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

７
．
公
募
説
明
会

▼
日
時　

１
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～　

▼
会
場　

中
央
公
民
館

※
応
募
予
定
団
体
は
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
85

－

６
１
４
４

学
校
給
食
調
理
等
業
務

　　

地
域
経
済
の
活
性
化
や
新
た
な

雇
用
の
創
出
、
地
域
資
源
と
し
て

の
農
産
物
の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
、

地
域
経
済
循
環
の
シ
ス
テ
ム
化
を

図
る
た
め
、
学
校
給
食
の
調
理
等

業
務
に
つ
い
て
業
務
委
託
を
行
い

ま
す
。
そ
の
受
託
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

１
．
公
募
す
る
委
託
業
務

　

白
鷹
町
学
校
給
食
調
理
等
業
務

２
．
委
託
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
31

年
3
月
31
日
（
3
年
間
）

※
業
務
の
円
滑
な
引
継
ぎ
を
行
う

た
め
平
成
27
年
４
月
よ
り
一
部
業

務
を
委
託
す
る
予
定
で
す
。

３
．
応
募
資
格

　

白
鷹
町
内
に
本
社
ま
た
は
主
た

る
事
務
所
を
置
く
法
人
等

※
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
．
審
査
内
容

　

受
託
事
業
者
に
応
募
を
希
望
す

る
法
人
等
か
ら
事
業
計
画
書
な
ど

の
資
料
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

①
学
校
給
食
調
理
等
大
量
の
調
理

　

が
で
き
、
調
理
技
術
、
安
全
衛

　

生
管
理
や
施
設
備
品
等
の
適
切

　

な
維
持
管
理
が
で
き
る
か
。

②
事
業
計
画
書
の
内
容
が
、
調
理

　

場
の
施
設
の
効
用
を
最
大
限
に

　

発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
か
。

③
地
産
地
消
を
推
進
す
る
観
点
か

　

ら
「
白
鷹
町
食
育
推
進
計
画
」

　

に
掲
げ
て
い
る
数
値
目
標
を
達

　

成
す
る
た
め
の
体
制
が
構
築
で

　

き
る
か
。

④
業
務
、
管
理
を
安
定
し
て
行
う

　

人
員
及
び
経
営
規
模
及
び
能
力

　

等
を
確
保
で
き
る
見
込
み
が
あ

　

る
か
。
な
ど

５
．
募
集
要
項
・
仕
様
書
等
の
公
表

　

1
月
13
日
（
火
）
～

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

６
．
応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
書
類
を
、
1
月
23

日
（
金
）
か
ら
1
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

７
．
公
募
説
明
会
・
施
設
見
学
会

▼
日
時　

1
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～　

◇
説
明
…
鮎
貝
地
区
公
民
館

◇
施
設
見
学
…
白
鷹
町
学
校
給
食

　

共
同
調
理
場

※
応
募
予
定
団
体
は
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

☎
85

－

３
１
３
６
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図中　●赤色の箇所

③　公共土木施設災害復旧工事発注予定

▲　31　唐松沢　

▲　33　橋本新田線　

▲　22　小野ヶ入線▲　14　朝日沢 ▲　27　置賜東部線　

番号 工種 河川・路線名 地区 発注予定時期

29 河川 　本田沢川 横田尻 発注済

30 河川 　本田沢川 横田尻 発注済

31 河川 　唐松沢 深山 発注済

32 道路 　円福寺線 高玉 発注済

33 道路 　橋本新田線 深山 発注済

34 河川 　新田沢 滝野 １月～２月

35 河川 　新田沢 滝野 １月～２月

36 道路 　貝生線 荒砥乙 １月～２月

37 道路 　菖蒲萩野線 菖蒲 １月～２月

38 河川 　大杉沢 畔藤 ３月

▲　37　菖蒲萩野線　
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番号 工種 25年 26年● 地区 発注予定時期

１ 田 萩野 萩野 完了
２ 田 堂田 荒砥乙 完了
３ 水路・田 朝日沢 荒砥乙 完了
４ 田 海生 畔藤 完了
５ 水路 萩野 萩野 完了
６ 頭首工・水路 横堰 十王 発注済
７ ため池 貝生 貝生 荒砥乙 発注済
８ 頭首工・水路 高岡向堰 高岡 完了
９ 頭首工 薬師堂堰 高玉 発注済
10 ため池 細野 滝野 完了
11 ため池 五反田 中山 完了
12 ため池 上の台 横田尻 発注済
13 ため池 藤倉 藤倉 十王 平成 27 年６月
14 水路 朝日沢 荒砥乙 平成 27 年１月
15 頭首工 臼ケ沢 横田尻 発注済
16 頭首工・水路 滝 滝野 平成 27 年６月

番号 工種  25年  26年  ● 地区 発注予定時期

17 林道 大石沢線 横田尻 発注済
18 林道 臼ヶ沢線 横田尻 発注済
19 林道 羽黒線 羽黒線 山口 発注済
20 林道 小滝線 滝野 発注済
21 林道 七曲線 七曲線 畔藤 発注済
22 林道 小野ヶ入線 小野ヶ入線 畔藤 発注済
23 林道 狐越線 中山 発注済
24 林道 沼平線 畔藤 発注済
25 林道 黒鴨線 黒鴨線 黒鴨 発注済
26 林道 白鷹東部線 白鷹東部線 滝野・荒砥乙 発注済

27 林道 置賜東部線 置賜東部線 浅立・畔藤 発注済

28 林道 小鮎貝沢線 高玉 発注済

①　農地・農業用施設災害復旧工事発注予定

②　林道災害復旧工事発注予定

図中　 ●青色の箇所

図中　 ●緑色の箇所（路線）

　一昨年に続き２年連続で発生した豪雨災害による被害への対応に
ついて、国の補助災害査定を受け復旧に取り組んでいます。
　農林関係及び土木関係の災害査定が11月までに終了し、順次、復
旧工事に入っています。なお、冬期間に入り、工事の施工には厳し
い気象条件にあることなどから、すべての工事の完了までには時間
がかかると予想されますが、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ
　①農地・農業用施設　産業振興課農村整備係　☎85－6125
　②林道　　　　　　　産業振興課農村整備係　☎85－6125
　③公共土木施設　　　建設水道課土木係　　　☎85－6142

豪雨での被災箇所を復旧しています
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■問い合わせ　税務出納課町民税係　☎85-6132

申告が必要な方

◆給与収入があり次に該当する方
　①年末調整を行っていない方
　②前年中に中途で退職した方
　③給与以外に所得のある方
　④２カ所以上から給与のある方
◆農業・営業・不動産など事業所得のある方
◆配当や保険満期、資産の譲渡などの所得がある方
◆年金受給者で社会保険・生命保険料控除を受けよ
　うとする方
◆収入がなく次に該当する方
　①国民健康保険に加入している方
　②所得証明が必要な方
　③年金などの免除を申請される方

　農業所得がある方へ（販売がある農家）
収支計算による申告となります。
◇持ち物
　収支内訳書（農業所得用）及び収入と経費が確認
できるもの
①農協と取引されている方は農協が発行する各種明
　細書
②営農組合（集落営農）の方は分配金の計算書
　※明細書・計算書等がないと申告相談に支障がで
　　ますので必ず持参ください。
■お願い
①農作業の委託費、小作料の支払いある方は事前に
　支払明細書を提出ください。
②機械等を共同で購入された方は事前に販売証明書
　などを提出ください。

　営業・不動産など事業所得のある方へ
◇持ち物
　収支内訳書（一般・不動産用）及び収入と経費が
確認できるもの
※町の収支計算書を活用ください。

　報酬・配当所得のある方へ
◇持ち物　支払明細書など

　給与・年金所得がある方へ
◇持ち物　源泉徴収票
※中途退職者は退職時までの源泉徴収票も必要です。

　障がい者控除を受けられる方へ
◇持ち物　障がい者手帳など
※要介護認定を受けている方で、「身体障がい者に準
　ずる」と認定された場合は、障がい者控除を受け
　ることができます。
　（認定書は健康福祉課介護保険係で発行します）

　医療費控除を受けられる方へ
◇持ち物　領収書
※出産一時金、高額医療費がある場合や保険などの
　補填金がある場合はその金額がのぞかれます。
※金額は事前に合計しておいてください。

　住宅借入金等特別控除の適用を受けられる
　方へ
◇持ち物
　新規の方
　　借入金の年末残高等証明書、住民票、　　　　
　　 登記簿謄本、契約書写しなど。
　２回目以降の方
　　税務署から届いている住宅借入金等特別控除申
　　告書、借入金の年末残高証明書
　※共有名義や敷地の購入等で添付書類も異なって
　　きますので事前にお問い合わせください。

申告に必要なもの　＜この表でもう一度ご確認ください＞

申告される方全員

□印鑑

□町民税・県民税個人申告書

□所得税確定申告書 (税務署から送付されている方 )

所得 (収入 )に関するもの

□源泉徴収票（給与・年金）

□収支内訳書及び収入と経費を証明するもの（農業・営業・不動
　産その他事業所得がある方）　
例）出荷証明書や購買明細書等の経費が確認できるもの
　　売上伝票や帳簿等及び経費が確認できるもの

□一時所得や保険満期一時金などの証明書

□支払明細書、金融機関発行の源泉徴収票（配当のある方 )

□個人年金、講師料、謝金など各種報酬の支払明細

□売買契約書、譲渡費用等がわかる領収書（土地等売却された方）

控除に関するもの

□生命（一般・介護医療）保険料支払証明書

□個人年金保険料支払証明書

□地震保険料支払証明書（平成18年12月31日までに締結した長期
　損害保険料支払証明書）

□国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書

□国民年金、農業者年金掛金の領収書

□医療費の領収書、おむつ使用証明書、保険などの補てん額

□身体障がい者手帳、療育手帳など

□障がい者控除対象者認定書（要介護認定者）

□寄付を行った団体の発行する領収書

振替納付や還付に関するもの

□通帳の本人届出印

□申告者名義の金融機関名・支店・口座番号がわかるもの
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町県民税の申告相談

申告相談日程 会　場
月日 曜日

相談受付地域　　
（対象地区）

午　前 午　後

2/13 金 中田、原、上原 堀之内、北原、 針生
鷹山地区公民館

（鷹山地区）
16 月 山道、西 新屋敷1・2
17 火 下折居、上折居、西原、細野 東小手沢、南
18 水 南部1・2 南部3・4・5

東根地区公民館
（東根地区）

19 木 中部1・2 中部4・5･6
20 金 北部1・2 北部3・4
23 月 中部3、東部1・2 東部3・4
24 火 蚕桑3・4 蚕桑1・2・5

蚕桑地区公民館
（蚕桑地区）

25 水 蚕桑6・7 蚕桑8・9・10
26 木 蚕桑12・16・17・18 蚕桑11・13 
27 金 蚕桑14・15 蚕桑19・20
3/3 火 鮎貝3・4・12 鮎貝10・14

ハーモニープラザ
（鮎貝地区）

4 水 鮎貝2、高岡2、深山2 鮎貝1・6
5 木 鮎貝7・8・9 鮎貝5、高岡1、深山1
6 金 鮎貝13 鮎貝11、黒鴨
9 月 十王1・2 十王3・4・5・6

産業センター
（荒砥・十王地区）

10 火 十王8・9・10 十王7、菖蒲1・2
11 水 下山・佐野原 貝生2、八幡2
12 木 貝生1、大瀬 貝生3、新町
13 金 上町、出来町1、横町1 仲町1・3
16 月 仲町2、出来町2 横町2、八幡1、仲町4

期間は２月13日～３月16日です

　今年も町・県民税を申告していただく時期になりました。この申告は、平成27年度の町・県民税を
算出する基礎となるほか、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料や介護保険料及び所得証明書などの
税関係証明書発行の資料となる重要な手続きですので、期限内に忘れずに申告書を提出してください。
なお、申告相談の際の注意点などをまとめましたので、必要な書類の事前準備をお願いします。

　　※３月２日（月）は申告相談を休みます。

　　【開館時間】午前８時30分
　　【受付時間】午前の部　午前８ 時45分～ 11時　   （相談は午前９時開始）
　　　　　　　　午後の部　午前11時45分～ 午後３時（相談は午後１時開始）

      ◆申告相談は受付簿に記入された順に行います。
　　◆相談日は地域指定を行いますので、次のことに注意してください。
　　　①指定された日の時間帯においでください。
　　　②指定日に都合のつかない方は、同じ地区の会場のいずれかの日においでください。
　　　③同じ地区の会場のいずれの日にも都合がつかない方は、事前に税務出納課町民税係へご連絡　
　　（新たな日を予約）ください。
　　※連絡なしに指定会場以外に来られた方は、資料がないため受付できませんのでご注意ください。
　　◆資料等の都合上、役場庁舎内での相談はお受けできません。ご理解、ご協力をお願いいたします。
　　◆自書申告書は役場税務出納課または申告会場でお預かりいたします。なお、自書申告説明会は行
　　　いません。
　　◆前年（平成26年１月１日～ 12月31日）の所得を申告してください。
　　◆申告相談終了間際は混み合いますので、早めの申告にご協力ください。
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職　種 資格要件 賃金（時給））

一般事務 749 円

調理員 749 円

学校用務員 普通自動車免許取得者 749 円

下水道普及相談員 普通自動車免許取得者 749 円

運転手（調理場） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 785 円

運転手（一般系） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 1,123 円

運転手（土木系・夏期） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 1,123 円

運転手（土木系・冬期） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 1,226 円

運転手（保育園バス） 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者） 1,741 円

ボイラーマン 有資格者（２級以上） 929 円

社会福祉士・保健師 有資格者 1,420 円

看護師 有資格者 1,187 円

保育士 有資格者 878 円

保育助手 775 円

保育園バス添乗員 　　930 円

▼職種と賃金

▼勤務形態
　職種・職場により勤務時間、勤務日数が異なります。
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
＊総務課にお越しいただくか、町のホームページから
　ダウンロードしてください。
▼締め切り　平成27年2月20日（金）

　  平成27年度　白鷹町日々雇用職員
（臨時・パート）の登録を受け付けます

▼通勤手当相当割増賃金
　２㎞以上５㎞未満　100円
　５㎞以上10㎞未満　200円　
　 10㎞以上　　　　　300円

※書類を提出された方は「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から
　面接及び書類審査による選考のうえ雇用いたします。
（雇用及び選考については、原則、平成27年４月１
　日現在で満60歳未満の方を優先的に雇用する予定
　です。）
※年度初めからの雇用については、2月20日までに登
　録いただいた方の中から選考させていただきますが、
　その後も登録を随時行いますのでお問い合わせくだ
　さい。
※なお、名簿登録者全員が雇用されるものではありま
　せんのでご了承ください。

■受付・問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

　油流出事故に
　　ご注意ください！

　冬は暖房機器を使う機会が増えます。一般
家庭や事業所において、ホームタンクや配管
から灯油などの油類が漏れ出し、河川などに
流れ出すケースが毎年発生しています。その
多くが人為的ミスによるものです。油がいっ
たん流れ出すと、水や土壌の環境汚染をもた
らすばかりでなく ､ 流出防止のためのオイル
フェンス設置、吸着マットによる吸い取りや
汚染された土の処分など、大掛かりな対応が
必要になります。
　これらの多くの費用は、事故を起こした原
因者が責任を持って負担しなければなりませ
ん。

【主な発生原因】

①給油時の不注意による流出
　・給油中にその場を離れてしまう。
　・ホームタンクの元栓を閉め忘れる。
②落雪による配管の破損
③除雪作業による配管の破損

【防止策】

①給油時はその場を離れず、終わったら
　しっかり元栓を閉め、確認する。
②落雪による配管破損の防止対策をする
　ほか、腐食や亀裂がないか点検をする。
③除雪の際は、配管などを壊さないよう
　注意する。

■問い合わせ
　町民課くらし環境係　☎85－6131
　建設水道課管理係　　☎85－6140
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.20

　心が元気だと感じている人の割合が減っています。「ストレスを知

り、上手につき合うためにできること」について、先日、町内の事

業所の方を対象に開催された健康づくり講演会（講師：公徳会佐藤

病院　栗田征武先生）の内容から抜粋してご紹介します。

こころ、元気ですか？　ストレスと上手につきあいましょう

■申し込み・問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

2. 仕事や役割についての考え方

3. 心が元気になるコツ 4. ひとりで悩まず、早めに相談しましょう

　仕事とそれ以外の時間の切り替えをはっき

りさせましょう。仕事も役割も自分の限界を

決めて、無理なく続けられるように周りの人

の協力をもらいましょう。

　強いストレスを長い間感じていると、不眠

や食欲不振、意欲低下などの症状がでてき

ます。このような症状が2週間続くときには、

医療機関や専門の相談窓口で早めに相談する

ことをお勧めします。

①適度なストレスは生活のはりや成長の機会

　にもなります。新しいことに挑戦したり、

　嫌なことでも楽しめることを見つけてみま

　しょう。

②自分なりのストレス解消の方法を見つけま

　しょう。外出や運動、ストレッチ、お風呂

　にゆっくり入るなど、毎日の生活にちょっ

　としたリラックスの時間を持ちましょう。

　趣味を楽しむのもお勧めです。

ストレスとの上手なつき合い方

　今年度の検診をまだ受けていない方は、１月20日（火）までお申し込みください。

◇同日検診（基本・特定・後期高齢者健診・肺、胃、大腸、前立腺がん検診・肝炎ウイルス検査）
　１月27日（火）　南陽検診センターにて午前８時から

　※送迎バスが健康福祉センターを午前７時30分に出発します。

◇婦人科検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）
　１月30日（金）　南陽検診センターにて午後１時から

　※送迎バスが健康福祉センターを昼12時20分に出発します。

追加検診のお知らせ

1. ストレスは「自分の心の中」から生まれる

　同じできごとでも受け止め方は人それぞれ

です。物事をどう受け止めるかは自分次第の

ところもあります。自分がどんなことをスト

レスだと感じているのか、自分が置かれた状

況を書き出して整理してみましょう。

今年度最後の機会です !

◇健康福祉課健康推進係　☎ 86 － 0210　　
　受付時間…月曜日～金曜日
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後５時 15 分
◇山形県「心の健康相談ダイヤル」
　☎ 023 － 631 － 7060　　
　受付時間…月曜日～金曜日
　　　　　　午前 9 時～ 12 時・午後１時～５時
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　12月６日、横須賀市追浜町でナイトバザ
ールが開催され、白鷹町から㈲どりいむ農
園直売所が出店しました。今回で６回目の
参加で、毎年、横須賀市の皆さんに大変喜
ばれています。当日は白鷹町産の新鮮な野
菜や直径１メートルの鍋で作る芋煮、こん
にゃく、鮎の塩焼きなどを販売し、白鷹の
味を堪能していただきました。どの商品も
人気で、「新鮮でおいしそう！」「安い！」
などの声が上がっていました。

　11月21日、荒砥小学校の全学年を対象に
「食育出前講座」が開催されました。心を
育む給食週間の取り組みとして実施された
事業で、各クラスに農畜産物の生産者を招
き、生産している食材について説明してい
ただきながら児童と会食をしました。児童
から生産者への質問が飛び交い、生産者と
の交流を通して、毎日食べている給食・食
材に対して改めて感謝の気持ちを考えるよ
い機会となりました。

　12月13日、あゆーむにおいて白鷹町社会
教育振興大会が開催されました。記念講演
では、東北芸術工科大学コミュニティデザ
イン学科の丸山傑先生より、「地域を元気に
する活動の作り方」として、地域住民が楽
しみながらプロジェクトに参加している全
国の事例などを紹介いただきました。地域
の課題を地域で解決するため、今後の地域
づくりに大切なコミュニケーションのコツ
も学びました。

　深山工房「つち団子」（金田利之さん）で
は、今年の干支の「ひつじ」の置き物が制
作されています。一つひとつ作られた作品
は、どれも色や形がそれぞれ違い、数匹で
群れをなす羊なども。干支の置物は2001
年の巳年から作り始めたという金田さん。 
町外から来られる方や毎年楽しみに干支を
そろえている方もおり、愛くるしい顔の羊
たちに「おだやかな一年になるように」と
の思いが込められています。
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　白鷹町指定無形文化財
　「高玉芝居」を公演します

◆入場券販売場所　中央公民館、各地区公民館

◆主　催　白鷹町教育委員会・蚕桑地区公民館

◆その他　さくらホール内では飲食はできません。

■問い合わせ　蚕桑地区公民館　☎85－2153

◆い　つ　２月11日（水・祝日）　午後１時～　　

　　　　　開場は昼12時30分です　

◆どこで　さくらの里文化伝承館（蚕桑地区公民館）

◆演　目　「渡守親恋時雨（わたしもりおやこいしぐれ）」

◆定　員　280人

◆協力金　入場前売券…500円　当日券…700円　

　　　　　 中学生以下…無料

※なるべく前売券でお買い求めくださいますよう　

　お願いします。

　１月３日、鮎貝地区公民館ロビーに、今
年一年の地域安全・交通安全などの願いが
込められた「だんごの木」が飾られまし
た。地区公民館運営委員のみなさんにより
飾られ、紅白のだんごやふながし、福をよ
ぶ縁起物として区民の方の手作りの「手ま
り」や「さるぼぼ」も。枝を広げるだんご
木のように地域の発展も願い「輝こう深山」
「頑張ろう黒鴨」など各地区の名前が入っ
た短冊も飾られました。

　１月３日、鷹山地区公民館で、鷹山小学
校 児 童 の「新春百人一首かるた大会」が 行
われました。鷹山小学校では、日頃から百
人一首の朗詠、暗唱に取り組んでおり、今
年は31人が参加。校長先生、教頭先生、家
族が見守る中で、学年ごとに競われました。
児童たちは気持ちを集中させ、句が詠まれ
ると素早く札に手を伸ばしていました。決
勝戦では悔し涙も見られ、お正月恒例の伝
統行事は今年も熱い戦いになりました。

首
都
圏
白
鷹
会　

様

　

第
36
回
首
都
圏
白
鷹
会
総
会
に

お
い
て
、
７
月
の
豪
雨
災
害
へ
の

お
見
舞
い
と
し
て
、
首
都
圏
白
鷹

会
（
加
藤
栄
助
会
長
）
会
員
の
皆

様
よ
り
２
万
８
２
９
２
円
の
善
意

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

首
都
圏
白
鷹
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
一
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に

際
し
て
も
、
故
郷
の
一
日
も
早
い

復
旧
の
た
め
に
と
、
多
く
の
善
意

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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vol.52
確
認
・
注
意
の
ポ
イ
ン
ト

　

灯
油
を
使
う
暖
房
器
具
は
、
異

常
燃
焼
や
故
障
の
原
因
に
な
る
の

で
、
長
期
間
保
管
し
た
灯
油
の
変

質
な
ど
に
注
意
し
、
変
質
し
て
し

ま
っ
た
灯
油
な
ど
は
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

燃
焼
機
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、

不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
一

酸
化
炭
素
は
、
正
常
に
燃
焼
し
て

い
て
も
発
生
し
、
身
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
危
険
性
が
高
い
の
で
、 

1
時
間
に
1
～
2
回
、
1
～
2
分

程
度
の
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

長
く
使
用
を
続
け
て
い
る
暖
房

器
具
は
、
経
年
劣
化
で
発
煙
・
発

火
な
ど
の
事
故
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
時
々
、
点
検
を
行
い
、

性
能
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
も

の
は
使
用
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

 

暖
房
器
具
の
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

湯
た
ん
ぽ
の
使
い
方
に
も
注
意

　

電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
る
タ
イ
プ

や
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー
で
直
接
加
熱
で

き
る
湯
た
ん
ぽ
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
誤
っ
た
使
い
方
に
よ
る

事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

◇
湯
た
ん
ぽ
に
直
接
足
を
触
れ
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
寝
て
い
る
間
に
足
が
触
れ
て
し

　

ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
で
き

　

れ
ば
事
前
に
布
団
を
温
め
、
就

　

寝
時
は
布
団
か
ら
出
し
た
方
が

　

よ
い
で
し
ょ
う
。

◇
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
タ
イ

　

プ
は
本
体
表
示
や
取
扱
説
明
書

　

の
加
熱
時
間
、
出
力
を
厳
守
し

　

ま
し
ょ
う
。

　　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
暖
房
器

具
の
特
徴
と
危
険
性
を
知
り
、
使

用
す
る
前
に
は
、
点
検
・
手
入
れ

を
し
て
正
し
く
使
用
し
、
快
適
な

冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

  

雪
道
の
事
故
防
止

　

ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

　

ス
ピ
ー
ド
で
冬
道
を
安
全
に
！

　

積
雪
や
路
面
凍
結
、
悪
天
候
の

視
界
不
良
な
ど
道
路
環
境
が
悪
化

し
危
険
性
が
増
す
時
期
で
す
。

－

道
路
わ
き
の
雪
山
悪
天
候　
　

　
　

に
よ
る
視
界
不
良
に
注
意

－

・
道
路
を
横
断
す
る
時
は
見
通
し      

　

の
良
い
所
を
選
び
、
し
っ
か
り

　

確
認
し
て
ゆ
と
り
を
も
っ
て
横

　

断
す
る
。

・
雪
山
の
陰
か
ら
の
歩
行
者
の
飛    

　

び
出
し
に
注
意
し
、
ゆ
っ
く
り

　

ス
ピ
ー
ド
の
運
転
を
。

　

冬
道
は
「
滑
り
や
す
い
」「
見

え
に
く
い
」「
わ
だ
ち
が
で
き
る
」

「
道
幅
が
狭
く
な
る
」
等
の
危
険

が
続
き
ま
す
。
歩
行
者
も
ド
ラ
イ

バ
ー
も
気
を
引
き
締
め
て
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

－

踏
切
事
故
の
防
止

－

　

冬
季
間
は
路
面
凍
結
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
に
備
え
、
踏
切
手
前
で
は

十
分
に
減
速
し
、
必
ず
一
旦
停
止

し
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
積
雪
な
ど
に

よ
り
踏
切
が
確
認
し
に
く
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
て
線
路
に
進

入
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
踏
切
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

　

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り

　

車
を
前
進
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
遮
断
棒
は
、
車
で
押
せ
ば
前
方

　

に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。）

※
踏
切
内
で
脱
輪
等
で
動
け
な
く

　

な
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
列
車
を

　

止
め
て
く
だ
さ
い
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
時
は
、
カ

　

バ
ー
の
上
か
ら
強
く
押
し
て
く

　

だ
さ
い
。
信
号
機
が
作
動
し
て

　

列
車
に
異
常
を
知
ら
せ
ま
す
。

・
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
時
は
、
列

　

車
に
向
っ
て
大
き
く
手
を
振
る

　

な
ど
し
て
危
険
を
知
ら
せ
て
く

　

だ
さ
い
。
発
炎
筒
や
赤
色
の
物

　

を
使
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

・
列
車
が
停
止
し
た
後
、
付
近
の

　

人
等
の
協
力
を
得
て
脱
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
脱
出
後
は
、
最
寄
り
の
駅
に
連

　

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

交 通

防 犯

防
ご
う
！
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ト
ラ
ブ
ル

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
な
ト
コ
ロ
！

◇
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
危
険
性
大

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
等
か
ら

多
数
の
人
間
と
の
交
流
が
容
易
に

な
り
、
う
か
つ
に
会
っ
た
り
写
真

を
送
っ
た
り
し
て
し
ま
う
と
危
険

性
が
大
き
い
。

◇
不
正
ア
プ
リ
の
配
信

　

個
人
情
報
を
抜
き
取
る
目
的
の

不
正
ア
プ
リ
等
が
配
信
さ
れ
て
お

り
、
個
人
情
報
が
流
出
し
て
し
ま

い
犯
罪
に
遭
う
危
険
性
が
大
き
い
。

◇
有
害
サ
イ
ト
の
閲
覧
が
可
能

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
や
ア
プ
リ
か

ら
有
害
サ
イ
ト
の
閲
覧
が
誰
で
も

可
能
。

　

お
子
さ
ん
を
犯
罪
被
害
に
遭
わ

せ
な
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
不
適
切
な
サ
イ
ト
の
閲
覧
や

不
適
切
な
ア
プ
リ
の
利
用
を
制
限

す
る
サ
ー
ビ
ス
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
」
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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自
分
か
ら　

ご
め
ん
ネ
と
言
え
る　

仲
間
の
輪　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

自
分
で
も　

わ
か
ら
ぬ
金
の　

使
い
道　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

 
 

孫
ば
な
れ　

自
分
探
し
に　

模
索
す
る　
　
　
　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

自
分
面　

鏡
に
た
て
ば　

皺し
わ

が
増
え　
　
　

 

　

 

　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

自
分
と
勝
負 

 

免
許
セ
ン
タ
ー　

合
格
ラ
ン
プ　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　

自
分
流　

進
め
ば
温
い　

風
が
押
す　

 
 

　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

 
 

自
分
だ
け　

正
し
い
か
ら
だ　

夫
婦
喧
嘩　

 
 

　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

人
の
粗　

見
え
て
自
分
を　

見
失
う　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

子
は
鏡　

自
分
の
姿　

垣
間
見
る　
　
　
　

 
 
 
 

　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

自
分
に
は　

い
つ
お
迎
え
が　

来
る
の
や
ら　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

 
 

胸
に
手
を　

当
て
て
自
分
を　

振
り
返
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

夕
方
に　

自
分
で
つ
い
で　

一
杯
だ　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

若
者
に　

負
け
た
ふ
り
し
て　

自
分
が
勝
ち　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子

　

親
不
孝　

自
分
自
身
の　

こ
と
で
し
た　
　

 

　

 

　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

世
が
ま
る
く　

自わ

分れ

に
き
び
し
く　

皆み
な

に
愛　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

青
春
は　

自
分
磨
き
の　

時
間
で
す　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

過
去
の
こ
と　

消
す
に
消
せ
な
い　

自
分
歴　
　
　

つ
く
ば
市 

 

斎
藤　

靖
夫

　

セ
ン
ス
あ
り　

自
画
自
賛
す
る　

物
づ
く
り　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

　

自
分
だ
け　

よ
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ　

駄
目
よ
だ
め　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

　

川
柳
書
き　

自
分
を
見
つ
め　

ま
た
詩
う　
　

 
 

　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

句
の
評
価　

な
く
て
ひ
と
つ
を　

見
失
う　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

自
分
史
を　

書
い
て
み
よ
う
と　

ペ
ン
を
持
つ　
　

鮎　

貝　

関
口　

つ
や

　

自
分
に
も　

一
度
は
み
た
い　

夢
世
界　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

天
職
の　

誇
り
自
分
の　

汗
流
す　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

髙
橋　

白
兎

　

侘
し
さ
は　

自
分
だ
け
で
は　

な
い
施
設　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

自
分
よ
り　

若
い
じ
ゃ
な
い
か
と　

同
い
年　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

我
が
身
み
て　

足
跡
返
り　

岐
路
を
知
る　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

自
分
持
つ　

仮
面
上
手
に　

使
い
分
け　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

「
見
い
つ
け
た
」　

は
ず
の
自
分
は　

す
ぐ
に
過
去　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

　

自
分
史
に　

釈
迦
も
許
し
た　

嘘
一
つ　
　
　

 

　

 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

自
分
だ
け　

独
り
占
め
す
る　

窓
の
富
士　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

　

何
事
も　

自
分
の
こ
と
は　

自
分
も
ち　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

金
借
り
に　

自
分
の
意
見　

出
し
に
く
い　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

亡
き
父
母
の　

愛
で
育
っ
た　

自
分
で
す　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

笑
顔
の
き
み　

「
元
気
く
れ
る
」
と　

自わ

分れ

に
言
う 

 

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

町
報
川
柳　

「
自
分
」　
　

 

　
　

次
回
「
初
」
一
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
節
」
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

地域包括支援センター ℡86-0112

病
気
で
す
。
た
と
え
認
知
症
に
な

っ
て
も
、
身
近
に
支
援
者
が
い
て

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の

よ
う
な
交
流
の
場
が
あ
れ
ば
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
に
と
っ
て
、「
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
元

気
な
同
世
代
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
は
、
生
活
支
援
の
た
め
に
重

要
な
活
動
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
に
は
、

「
生
き
が
い
」、「
就
労
」、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
が
有
効
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
町
内
で
は
、
元
気
な

高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
あ

り
参
加
者
に
も
な
っ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
、「
地
域
で
支
え
合

う
サ
ロ
ン
の
絆
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は

「
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
」
の
活
動
に
つ
い

て
の
講
話
と
認
知
症
啓
発
紙
芝
居

の
上
映
が
あ
り
、
参
加
者
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
共
に
支
え
あ
う
大
切

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

『
地
域
包
括
ケ
ア
』
と
「
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
シ

ス
テ
ム
と
は
、
高
齢
者
が
支
援
が

必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ

る
た
め
の
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

・
介
護
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
に
は
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
全
国
共
通
の
公
的
サ

ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
町
の
状

況
に
あ
っ
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

が
あ
り
、
重
要
な
活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

年
々
増
え
て
い
る
認
知
症
は
、 

誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
、

◇
認
知
症
高
齢
者
に
と
っ
て
、
安

　

心
し
て
近
所
の
方
と
交
流
で
き

　

る
場
で
す
。
ま
た
、
役
割
を
持

　

っ
て
参
加
で
き
、
自
信
を
取
り

　

戻
せ
る
場
で
す
。

◇
認
知
症
高
齢
者
の
変
化
に
、
早

　

く
気
づ
い
て
も
ら
え
る
場
で
す
。

◇
正
し
い
認
知
症
ケ
ア
を
学
ぶ
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

　　

元
気
な
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、 

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
を
、
と
も
に

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２
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Vol.３０ 

 Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

▼
募
集
人
員 

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

非
常
勤
１
名 

▼
雇
用
期
間 

平
成
27
年
４
月
１
日 

 
 
 
 
 
  

 

～
平
成
28
年
３
月
31
日 

 
 
 

（以
後
、
１
年
毎
更
新
あ
り
） 

▼
勤
務
時
間 

 

 
 
 
 
 
 

週
25
～
35
時
間
程
度 

▼
賃
金 

月
額
８
０
，
０
０
０
円 

 
 
 
 
 
 

～
１
３
０
，
０
０
０
円 

▼
業
務
内
容 

 

 

・経
理
・会
員
受
付
な
ど
一
般
事
務 

 
 

 

・ク
ラ
ブ
の
事
業
計
画
・運
営
補
助 

▼
勤
務
場
所 

 

 
 
 
 
 
 

中
央
公
民
館
内
事
務
局 

▼
資
格
要
件 

 

 

・日
常
業
務
に
支
障
が
な
い
程
度
の

各
種
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
か
た
。 

 

・ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成
講
習
会
等

を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
申
込
方
法 

 

 

申
込
書
（事
務
局
に
て
配
布
し
ま
す
）  

 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
履
歴
書
を 

 

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
そ
の
他 

 

 
勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は
事
務
局
へ  

 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」 

 
 
 
 
 

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

〝
毎
年
大
人
気
!!
冬
季
キ
ャ
ン
プ
〟 

☆
①
「
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
in
米
沢 

▼
い
つ 

２
月
７
日
（
土
） 

 
 

～
８
日
（
日
）
（
１
泊
２
日
）  

 
 

▼
場
所 

米
沢
ス
キ
ー
場 

▼
宿
泊 

ロ
ッ
ヂ
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム 

▼
対
象 

小
学
１
～
６
年
生 

※
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
曲
が
れ
る
中
級
以
上 

▼
申
込
締
切 

１
月
30
日
（
金
） 

☆
②
「
雪
ん
子
キ
ャ
ン
プ
」
in
朝
日

▼
い
つ 

２
月
21
日
（
土
） 

 
 

～
22
日
（
日
）(

１
泊
２
日) 

 
 

 

▼
場
所 

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観 

▼
宿
泊 

朝
日
少
年
自
然
の
家 

▼
対
象 

幼
児
～
小
学
６
年
生  

▼
申
込
締
切 

２
月
13
日
（
金
） 

〝
ま
だ
ま
だ
募
集
中
！
〟 

「ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室 ｣ 

 

 

◇
第
１
回
目 

１
月
18
日
（
日
） 

 

◇
第
２
回
目 

２
月
15
日
（
日
）  

▼
場
所 

白
鷹
ス
キ
ー
場 

▼
各
先
着
10
名
▼
対
象 

幼
児
～ 

 
 

(

初
心
者
～
初
級
程
度) 

■
詳
細
・
申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で 

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」 

 
 
 

事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

☎
87
‐
８
９
８
８ 

TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
64

2月までの休館日
1/13（火）・19（月）・26（月）
2/2（月）・9（月）・16（月）・23（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後5時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

● 

第
24
回

▼
い　

つ　

1
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で　

文
化
伝
承
室

▼
会　

費　

5
0
0
円

　
　
　
　

  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定　

員　

50
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み　

必
要
。
あ
ゆ
ー
む

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
内　

容　

み
ん
な
で
名
曲
を
歌

い
ま
し
ょ
う
。
リ
ク
エ
ス
ト
も
お

受
け
し
ま
す
。

▼
い　

つ　

1
月
18
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料　

一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　

 

高
校
生
以
下　

無
料

▼
主　

催　

 

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▼
協　

力　

中
山
町
教
育
委
員
会
、

柏
倉
九
左
ェ
門
家
、
安
曇
野
髙
橋

節
郎
記
念
美
術
館
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
ー
む

●
柏
倉
九
左
ェ
門
家
名
品
展
と

　

そ
ば
猪
口
ア
ー
ト
公
募
展

▼
い　

つ　

1
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

〜
3
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料　

一
般
個
人
2
0
0
円  

　
　
　
　
　

 

高
校
生
以
下　

無
料

▼
主　

催　

 

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー

　

晩
年
の
大
作
「
新
宿
の
夜
の
灯
」

「
昼
の
月
」「
蔵
王
連
作
」「
燃
え
立

つ
」
な
ど
の
代
表
作
を
は
じ
め
、

飛
躍
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
フ
ラ

ン
ス
滞
在
期
の
作
品
、
さ
ら
に
未

公
開
作
品
も
展
示
。

● 

ふ
る
さ
と
の
画
家

▲《新宿の夜の灯》2002

▲うたごえ喫茶の様子

▲三田村有純
《円環》トロフィー

　

梅
津
五
郎
芸
術
賞
第
１
回
全
国

絵
画
公
募
展　

一
般
の
部　

最
優

秀
賞
作
品　

高
田
啓
介
「
北
国
の

冬
（
牛
舎
と
サ
イ
ロ
）」
を
展
示

し
、あ
わ
せ
て
記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

漆
蒔
絵
立
体
『
円
環
』（
三
田
村
有

純
作
）
を
、
台
座
に
受
賞
者
高
田

啓
介
氏
の
お
名
前
を
入
れ
て
展
示

し
ま
す
。

梅
津
五
郎
絵
画
展「
風
景
」
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荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

　

す
で
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
正

門
手
前
の
道
路
沿
い
に
、
念
願
の

「
学
校
Ｐ
Ｒ
用
大
型
看
板
」
が
３

基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
荒
砥
高
校

後
援
会
（
菊
地
豊
宗
会
長
）
の
ご

尽
力
と
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
方
々
の
ご
厚

◆
荒
砥
高
校
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
型
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

意
に
よ
り
設
置
が
か
な
っ
た
も
の

で
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
基
の
う
ち
１
基
は
、
荒
砥
高

校
総
合
学
科
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
す

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
て
い
ま

す
。『「
夢
」
が
あ
る
「
希
望
」
が

あ
る
「
輝
く
未
来
」
が
こ
こ
に
あ

る
』
の
文
字
が
白
地
に
優
し
い
色

使
い
で
描
か
れ
て
お
り
、
総
合
学

科
で
の
３
年
間
の
学
び
が
、
生
徒

各
自
の
「
自
己
実
現
」（
す
な
わ

ち
「
輝
く
未
来
」）
に
つ
な
が
る

と
い
う
想
い
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
２
基
は
、
生
徒
の
活
躍

や
学
校
行
事
等
の
お
知
ら
せ
の
た

め
に
使
う
看
板
と
し
て
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
更
新
し
て
い
く
も
の
で
す
。

現
在
は
、
囲
碁
の
全
国
大
会
出
場

と
英
語
弁
論
大
会
東
北
大
会
出
場

と
を
讃
え
た
文
字
が
大
き
く
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
看
板
を
有
効
に
活

用
し
、
本
校
の
教
育
活
動
や
生
徒

の
活
躍
に
つ
い
て
皆
さ
ま
方
か
ら

よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
近
く
を
お
通
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　日本でも冬の風物詩となったクリスマス。「クリスマス」といえば

「サンタクロース」。「サンタクロース」といえば「プレゼント」。

子どもたちは、サンタさんが北の国からプレゼントを持ってやって

来てくれることを夢見て待っています。

あらと保育園
子ども俳句　「クリスマス」

　「よくみてね　おてがみかいたよ　サンタさん」

　「くるのかな　いつもしんぱい　サンタさん」

　「サンタさん　ぜったいきてね　わたしのおうち」

　

中
学
3
年
生
の
皆
さ
ん
は

い
よ
い
よ
進
路
決
定
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

　

「
広
報
し
ら
た
か
」
10
月

14
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
町
で
は
、
荒

砥
高
校
の
存
続
と
発
展
を
願

い
、
荒
砥
高
校
に
入
学
し
て

学
ぶ
生
徒
の
皆
さ
ん
を
次
の

支
援
策
に
よ
り
、
町
を
挙
げ

て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
支
援
策
そ
の
１

　

荒
砥
高
校
新
入
生
に
応
援
券

（
７
万
円
分
）
を
助
成
し
ま
す
。

◆
支
援
策
そ
の
２

　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
実

施
す
る
介
護
員
養
成
研
修
（
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
）
を
荒
砥

高
校
生
が
受
講
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
を
町
が
支
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会

（
事
務
局
／
総
務
課
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３
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支出日 区分 支出額 (円) 内　　　　容

12 月　1 日 香典 5,000　  職員親族弔慰金

12 月　1 日 御祝 5,000　  羽黒の森を守る会活動検討会並びに表彰祝賀会

12 月　4 日 香典 10,000　  中山町長弔慰金

12 月　8 日 香典 5,000　  町議会議員親族弔慰金

12 月　9 日 御祝 3,300　  ヤナ仕舞 ・ 鮎供養祭

12 月 12 日 御祝 1,650　  どりいむ農園直売所　産直の会員交流会

12 月 15 日 御祝 3,000　  白鷹ライオンズクラブ　クリスマス例会 

12 月 15 日 御祝 3,000　  荒砥地区町議と区長会との懇談会

12 月 22 日 御祝 3,000　  「柏倉九左エ門家名品展」 と 「そば猪口アート公募展」 昼食レセプション

12 月 22 日 御祝 5,000　  鷹山地区新春地域振興懇談会

12 月 22 日 御祝 5,000　  荒砥地区新春交流会

12 月 22 日 御祝 5,000　  鮎貝地区新春懇談会

12 月 22 日 御祝 5,000　  十王地区新春懇談会

12 月 22 日 御祝 5,000　  東根地区新春交流会

12 月 22 日 御祝 5,000　  蚕桑地区新春のつどい

12 月 22 日 御祝 3,000　  ホワイトイーグルス収穫感謝祭

12 月 22 日 贈答品 30,000　  故高田平吉氏叙勲

12 月 24 日 香典       3,000  職員親族弔慰金

計 104,950　

12月の町長交際費 　平成26年12月に支出された町長交際費についてお知らせします。
■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

　

現
在
、
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が

健
康
増
進
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と

は
評
価
を
し
て
お
り
、
造
成
工
事

に
つ
い
て
は
異
を
唱
え
る
も
の
で

は
な
く
賛
成
の
立
場
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
造
成
工
事
の
た
め
に

公
園
の
樹
木
が
切
り
棄
て
ら
れ
た

こ
と
に
一
抹
の
不
安
と
危
う
さ
を

覚
え
ま
す
。
ふ
る
さ
と
森
林
公
園

の
造
成
及
び
パ
レ
ス
松
風
の
建
設

か
ら
30
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
の

苦
労
と
尽
力
が
あ
っ
て
現
在
が
あ

り
ま
す
。
森
林
公
園
を
５
０
０
本

の
桜
の
公
園
に
す
べ
く
「
大
平
山

自
然
愛
護
会
」
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
奔
走
し
植
栽
さ
れ
て
き
た

大
切
な
樹
木
を
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
の
中
に
生
か
し
て
使
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
残
念

に
思
う
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
70
代
男
性
）

Ａ　

お
答
え
し
ま
す

　

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
及

び
パ
レ
ス
松
風
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
様
々
な
面
に
お

い
て
ご
支
援
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、「
大
平
山
自
然
愛
護
会
」

の
皆
様
に
は
、
平
成
元
年
の
結
成

以
来
、
25
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

花
壇
の
整
備
、
桜
等
の
植
樹
な
ど

物
心
両
面
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
、

素
晴
ら
し
い
公
園
に
育
て
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
、
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

助
成
を
受
け
て
整
備
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
の
コ
ー
ス
に

2
コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
を
加
え
、
本

格
的
な
大
会
に
も
対
応
で
き
る
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
な
り
ま
す
。
交

流
の
拠
点
と
な
り
、
町
民
の
皆
様

の
健
康
増
進
に
も
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

広報直通便

　

ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
件
に

つ
き
ま
し
て
は
、
大
切
に
育
て
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
の
で
、
管

理
を
委
託
し
て
い
る
白
鷹
町
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
財
団
と
も
連
携
を
密
に

し
、
コ
ー
ス
上
に
活
か
す
検
討
も

行
い
ま
し
た
が
、
工
事
に
際
し
て
、

残
念
な
が
ら
伐
採
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
木
々
が
多
数
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
周

辺
の
み
な
ら
ず
、
ふ
る
さ
と
森
林

公
園
全
体
に
お
い
て
、
桜
や
カ
エ

デ
な
ど
の
植
栽
を
定
期
的
に
行
い

四
季
折
々
魅
力
あ
る
公
園
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
振
興
課
観
光
交
流
係　

　

☎
85

－

６
１
２
６
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炭
焼
き
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

▼
い
つ　

２
月
７
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
森

林
公
園

▼
内
容　

白
炭
窯
、
ド
ラ
ム
缶
窯

を
使
っ
た
炭
作
り
体
験
な
ど
。

▼
持
ち
物　

昼
食（
お
に
ぎ
り
等
）、

飲
み
物
、
寒
く
な
い
服
装
（
長
靴
、

帽
子
な
ど
）、 

軍
手
、
マ
ス
ク

▼
参
加
費　

1
人
５
０
０
円
（
保

険
料
、
昼
食
時
の
温
か
い
汁
物
）

▼
申
込
締
切　

１
月
26
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
村
整
備
係

☎
85

－

６
１
２
５

第
三
回
地
域
と
防
災
の
講
演
会

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
初
期
の
救

助
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど
に
つ
い

て
の
「
知
識
と
行
動
」
を
学
び
ま

す
。
防
災
に
関
心
の
あ
る
方
、
自

分
の
た
め
地
域
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　
　

１
月
28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

１
月
23
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
86

－

０
１
５
０

催　し

募　集

第
43
回
白
鷹
町
民
・
小
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
参
加
者
募
集
！

▼
い
つ　

２
月
15
日
（
日
）

　

午
前
８
時
50
分
開
会

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
種
目

①
小
学
男
女
…
大
回
転
・
距
離

大
回
転
は
小
学
１
～
６
各
学
年

距
離
は
小
学
３
年
以
下
、
４
年
～

６
年
各
学
年

②
中
学
男
女
…
大
回
転
・
回
転
・
距

離

③
シ
ニ
ア
男
子
（
40
歳
以
上
）

　
　
　
　
　

…
大
回
転
・
回
転

④
一
般
女
子
…
大
回
転
・
回
転

（
高
校
生
以
上
年
齢
オ
ー
プ
ン
）

⑤
一
般
男
子
…
大
回
転
・
回
転

（
高
校
生
以
上
年
齢
オ
ー
プ
ン
）

▼
申
込
締
切　

１
月
30
日（
金
）正

午
ま
で
。
小
中
学
生
は
学
校
ご
と

に
ま
と
め
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
当
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

②
当
日
の
ス
キ
ー
場
は
、
大
会
終

了
（
正
午
こ
ろ
）
ま
で
一
般
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

③
進
行
状
況
に
よ
っ
て
、
一
般
利

用
開
始
時
間
が
前
後
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

◇
神
明
ア
パ
ー
ト　

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２

４
６
８

－

10

▼
募
集
戸
数　

２
戸（
一
般
用
２

階
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋

４
・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額

１
万
７
１
０
０
円
～
４
万
５
３
０

０
円

◇
町
営
柏
原
住
宅　

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田

１
１
３
６

－

１
９
３

▼
募
集
戸
数　

１
戸（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋

６
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額

１
万
９
１
０
０
円
～
５
万
６
０
０

円
【
共
通
事
項
】

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族

が
い
る
方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で

は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

２
月
中
旬

▼
募
集
期
間　

～
１
月
26
日（
月
）

▼
申
込
方
法　

平
成
25
年
分
の
源

泉
徴
収
票
の
写
し
、
平
成
26
年
度

所
得
証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の

所
得
の
わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票

謄
本
を
ご
用
意
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

◇
宝
前
町
住
宅

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５

５
０
２

－

11

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

８
＋
８
＋
６
畳
＋
Ｄ

Ｋ▼
家
賃　

　

最
低
額
１
万
８
６
０
０
円

　

最
高
額
３
万
６
６
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
時
期　

３
月
下
旬

▼
申
込
受
付
期
間

２
月
６
日（
金
）
～ 

２
月
13
日

（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時　

▼
申
込
受
付
場
所　

置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

▼
申
込
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入

が
公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準

以
下
で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る

親
族
を
有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ

る
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ　

◇
申
込
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

☎
０
２
３
８

－

88

－

８
２
０
０

◇
物
件
に
つ
い
て
は
県
営
住
宅
指

定
管
理
者（
株
）西
王
不
動
産
置
賜

事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
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白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

（
嘱
託
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
職
種
、
採
用
予
定
人
員
及

び
受
験
資
格

◇
看
護
師
…
1
名　

65
歳
未
満
の

方
で
看
護
師
、
准
看
護
師
ま
た
は

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方

◇
指
導
員
…
1
名　

50
歳
未
満
の

方
で
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、 

教
員
の
資
格
保
有
者
を
優
遇

※
受
験
資
格
の
年
齢
要
件
は
、
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
と
し
、
受

験
資
格
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格

取
得
見
込
み
の
方
も
含
み
ま
す
。

▼
勤
務
場
所　

◇
看
護
師
…
さ
く
ら
の
保
育
園

◇
指
導
員
…
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
及
び
鮎
っ
子
ク
ラ
ブ
（
兼
務
）

▼
試
験
日
及
び
試
験
内
容

①
試
験
日　

2
月
15
日
（
日
）

②
会
場　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

③
試
験
内
容　

作
文
及
び
面
接

▼
労
働
条
件

◇
任
用
期
間
は
1
年
間
の
期
限
付

き
任
用
（
年
度
更
新
あ
り
）

◇
労
働
時
間
は
、
平
均
し
て
1
日

当
た
り
8
時
間
の
変
形
労
働
時
間

制
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
開

園
時
間
に
合
わ
せ
て
勤
務
を
割
振

り◇
有
給
休
暇
付
与
、
社
会
保
険
加

入賃
金
等
は
、
嘱
託
職
員
等
就
業
規

則
の
定
め
に
よ
る
。

▼
受
付
期
間　

2
月
６
日（
金
）ま

で
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
祭
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
2
月
６
日
必
着

受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で

▼
申
込
書
及
び
募
集
要
項
の
請
求

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
白
鷹
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
配
付
し
ま
す
。

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
請
求
」

と
記
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
3
封

筒
に
82
円
切
手
を
貼
っ
て
宛
先
を

明
記
し
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
り
、
免

許
そ
の
他
資
格
証
明
書
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場

合
は
、
必
ず
「
簡
易
書
留
」
に
よ

り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人　

白
鷹
町
社
会
福

祉
協
議
会

〒
９
９
２

－

０
８
３
１　

白
鷹
町

大
字
荒
砥
甲
４
８
８
番
地　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

☎
86

－

０
１
５
０

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
と
し
て
、
農
用
地
等
の

借
受
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

農
用
地
等
の
借
受

希
望
者
の
募
集
・
受
付
は
市
町
村

担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。
申
込
用

紙
は
白
鷹
町
役
場
産
業
振
興
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
所
定
の
事

項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
や
ま
が
た
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
方
は

応
募
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間　

～
２
月
６
日（
金
）

▼
募
集
区
域　

募
集
の
対
象
と
な

る
区
域
は
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
市
町
村
窓
口
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
借
受
け
を
希
望
す
る
区
域

が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
は
、
募
集

区
域
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
借
受
希
望
区
域
が
他
市
町
村

の
場
合
は
、
当
該
市
町
村
に
申
し

込
み
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
場
合
、
一
部

内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公

表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

承
諾
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
申
込

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広告

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

◇
白
鷹
町
農
業
再
生
協
議
会　
　

　
（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
85

－

６
１
０
７

◇
公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

山
形
市
緑
町
一
丁
目
９
番
30
号

　

緑
町
会
館
６
階

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
６
９
７

http://w
w

w
.yam

agata-nogyo-sc.
or.jp農

用
地
等
の
貸
付
希
望
者
（
出
し

手
）
の
申
し
出
を
受
付
し
ま
す

　　

農
用
地
等
の
貸
付
希
望
の
申
し

出（
申
し
込
み
）は
、
各
市
町
村
の

業
務
委
託
先
で
行
い
ま
す
。
申
込

用
紙
は
業
務
委
託
先
（
白
鷹
町
農

業
再
生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店
）
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

※
業
務
委
託
先
は
、
各
市
町
村
で

異
な
り
ま
す
。
他
市
町
村
の
農
用

地
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
市
町
村

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

◇
白
鷹
町
農
業
再
生
協
議
会　
　

　
（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
85

－

６
１
０
７

◇
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

　

☎
85

－

２
１
２
６

　

保
育
園
給
食

　
　

放
射
性
物
質
検
査
結
果

　

測
定
限
界　

　

０
・
41
～
１
・
10
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
以
下

　

▼
期
間　

　

12
月
11
日（
木
）～
17
日（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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山
形
県
立
農
業
大
学
校
『
農
業
経
営

革
新
支
援
講
座
』
を
開
催
し
ま
す

　　

山
形
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、 

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
農
業
戦

略
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
、
経
営

革
新
を
志
す
農
業
者
を
支
援
し
ま

す
。

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
木
） 

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
50
分

▼
場
所　

天
童
温
泉
滝
の
湯
（
天

童
市
鎌
田
本
町
一
丁
目
１

－

30 

）

▼
内
容

◇
講
演
１    

「
競
争
か
ら
共
創
へ   

次
世
代
農
業
の
在
り
方
を
考
え
る
」

   

講
師　

針
生
信
夫
氏
（
株
式
会

社
舞
台
フ
ァ
ー
ム 

代
表
取
締
役
）

◇
講
演
２   

「
新
し
い
農
業
の
形

を
実
現
し
、
誇
れ
る
職
業
に
」

   

講
師　

齋
藤
一
志
氏
（
株
式
会

社
庄
内
こ
め
工
房 

代
表
取
締
役
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
「
新
し
い
時
代
に
活
路

を
拓
く
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

▼
受
講
資
格　

県
内
農
業
者
、
農

業
関
係
者

▼
募
集
人
員　

先
着
１
０
０
人

▼
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み   

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
２
月
12
日（
木
）ま

で
下
記
あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９
６

－

０
０
５
２　

山
形
県

新
庄
市
大
字
角
沢
１
３
６
６

山
形
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部　

會
田
・
石
垣

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
３

－

23

－

７
５
３
７

E-M
ail 　

kenshu@
ynodai.ac.jp

河
川
の
支
障
木
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
！

　

山
形
県
で
は
、
河
川
管
理
上
支

障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
協
力
者
を

募
集
し
ま
す
。
県
が
指
定
す
る
条

件
悪
地
で
の
支
障
木
の
伐
採
・
利

用
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
、
山
形
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
地
域
情
報

↓

置
賜
総
合
支
庁

↓
総
合
支
庁
か
ら

の
お
知
ら
せ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

自
ら
支
障
木
を
伐
採

利
用
す
る
方
（
団
体
・
企
業
等
）

▼
対
象
河
川　

荒
川
（
小
国
町
越

中
里
地
内
）、 

置
賜
野
川
（
長
井

市
平
山
地
内
）

▼
申
込
期
限　

２
月
９
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
河
川
砂
防
課
ダ
ム
管
理
担

当　

☎
88

－

８
２
４
６

放
送
大
学
27
年
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

おしらせ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉

・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

３
月
20
日（
金
）

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。  

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形

学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

平
成
27
・
28
年
度
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

白
鷹
都
市
計
画
用
途
地
域
変
更

（
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
道
路
荒
砥
鮎
貝
線
の

計
画
変
更（
新
荒
砥
橋
架
け
替
え
）

に
伴
う
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い

て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

1
月
14
日（
水
）～
1
月
28
日（
水
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で  

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所　

建
設
水
道
課
内

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
都

市
計
画
係　

☎
85

－

６
１
４
０

　

平
成
27
・
28
年
度
の
建
設
工
事
、

測
量
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
「
白
鷹
町
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
要
綱
」
に
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
要
綱
は
建
設

水
道
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　

～
２
月
27
日（
金
）

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
２

月
27
日（
金
）
到
着
分
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
12
時
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
指
名
競
争

入
札
参
加
登
録
申
請
受
付
に
つ
い
て

　　

左
記
の
指
名
競
争
入
札
参
加
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

①
平
成
27
～
28
年
度
に
行
う
建
設

工
事
（
定
期
申
請
）

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
等
（
定
期
申
請
）

③
平
成
26
～
28
年
度
に
行
う
物
品

納
入
・
役
務
提
供
（
追
加
申
請
）
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白鷹　W180xH48

　

車
検
証
上
で
販
売
店
等
の
場
合

　

は
注
意
）

・
新
所
有
者
の
住
民
票
１
通
（
発

　

行
か
ら
３
カ
月
以
内
で
コ
ピ
ー

　

可
）

・
新
所
有
者
の
印
鑑

・
手
数
料　

３
４
３
５
円

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
自
動
車

会
館　

☎
84

－
１
３
２
７

個
人
事
業
者
の
平
成
26
年
分
消
費

税
確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
（
地
方
消
費
税
含
む
）
の
税
率

は
８
％
で
す
。
平
成
26
年
分
（
平

成
26
年
４
月
１
日
を
含
む
課
税
期

間
）
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め

に
は
、
帳
簿
等
に
お
い
て
、
課
税

取
引
を
適
用
税
率
ご
と
に
区
分
し

て
集
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
】

◇
課
税
取
引
に
対
す
る
適
用
税
率

は
、
①
平
成
26
年
３
月
31
日
以
前

は
５
％
、
②
平
成
26
年
４
月
１
日

以
後
は
８
％
で
す
が
、
平
成
26
年

４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
取
引

で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
に
よ
り

５
％
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◇
帳
簿
等
で
は
、
非
課
税
取
引
等

に
つ
い
て
も
区
分
す
る
必
要
が
あ

　

新
し
く
家
畜
の
飼
養
を
開
始
し

た
方
、
あ
る
い
は
中
止
し
た
方
、 

ま
た
、
飼
養
し
て
い
る
の
に
報
告

用
紙
が
届
か
な
い
方
は
、
必
ず
そ

の
旨
を
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

前
年
に
報
告
さ
れ
た
方
に
は
、
報

告
用
紙
が
１
月
末
に
郵
送
や
集
乳

時
な
ど
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
家
畜
保
健

衛
生
所

☎
０
２
３
８

－

43

－

３
２
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

43

－

５
２
４
９

軽
自
動
車
（
山
形
ナ
ン
バ
ー
）
の

各
種
手
続
き
は
お
早
め
に

　

年
度
末
の
軽
自
動
車
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
毎
年
混
雑
し
ま
す

の
で
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

西
置
賜
自
動
車
会
館
で
の
手
続

き
に
必
要
な
書
類

◇
廃
車
手
続
き

・
車
検
証

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
２
枚

・
車
検
証
上
の
所
有
者
と
使
用
者

　

の
印
鑑
（
所
有
者
が
販
売
店
の

　

場
合
は
注
意
）

・
手
数
料　

３
４
７
５
円

◇
名
義
変
更
手
続
き

・
車
検
証

・
所
有
者
の
印
鑑
（
あ
く
ま
で
も

り
ま
す
。

※
消
費
税
法
の
改
正
内
容
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署

☎
84

－

１
８
１
０

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
関
す
る
相
続

税
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
の
相

続
ま
た
は
遺
贈
に
関
す
る
相
続
税

に
つ
い
て
は
、
基
礎
控
除
の
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

３
０
０
０
万
円
＋
（
６
０
０
万
円

×
法
定
相
続
人
の
数
）

【
注
意
】
亡
く
な
ら
れ
た
人
か
ら

相
続
等
に
よ
っ
て
財
産
を
取
得
し

た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
価
格
の
合

計
額
が
、
相
続
税
の
基
礎
控
除
額

を
超
え
る
場
合
、
財
産
を
取
得
し

た
方
は
相
続
税
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個
別

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
電
話
等
に
よ
り
予
約
の
う

え
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署
調

査
部
門
☎
84

－

１
８
１
０

▼
受
付
期
間　

①
②　

平
成
27
年
２
月
２
日（
月
）

　
　

～
平
成
27
年
２
月
20
日（
金
）

③　
　

平
成
27
年
１
月
14
日（
水
）

　
　

～
平
成
27
年
２
月
４
日（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

　

申
請
に
必
要
な
書
類
等
、
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.okikou.or.jp/

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
０
１
２　

米
沢
市

金
池
三
丁
目
１
番
55
号　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
施
設
課

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

家
畜
の
定
期
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
毎

年
２
月
１
日
現
在
の
頭
数
等
の
報

告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
動
物
を
１
頭
・
１
羽
で
も
所

有
す
る
方
は
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
報
告
の
対
象　

牛
・
水
牛
・
鹿

・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
（
ミ
ニ
ブ

タ
含
む
）・
イ
ノ
シ
シ
・
馬
（
ポ

ニ
ー
を
む
）・
鶏
（
烏
骨
鶏
・
チ

ャ
ボ
含
む
）・
う
ず
ら
・
あ
ひ
る

・
キ
ジ
、
だ
ち
ょ
う
・
ほ
ろ
ほ
ろ

鳥
・
七
面
鳥

※
ペ
ッ
ト
、
学
校
等
や
公
園
で
の

飼
育
も
含
み
ま
す
。
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広告

○発作外来（てんかん、偏頭痛等）第１土曜日の午後（要予約）

○　川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、作業療法士さん、

　理学療法士さんを募集しています。

○准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や看護

　学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の修学資金制度を

　利用してみませんか。

※お問い合わせ：　川記念病院事務長まで　電話８７－８０００　

発作外来診療のご案内　看護師・准看護師・作業療法士・理学療法士募集

小児科　内科　精神科　児童精神科
老年精神科　神経内科　リハビリテーション科　

消防テレホンサービスの

　　番号が新しくなります

　西置賜管内で災害が発生した際に情報を提供して
います『消防テレフォンサービス』について、平成
27 年２月２日（月）午後１時より下記の新しい番
号でサービスを開始します。災害時等のお問い合わ
せは新しい消防テレフォンサービス番号をご利用く
ださい。

新・消防テレホンサービス

※現行の消防テレフォンサービス（☎ 84 － 0119）
　での情報提供は、平成 27 年５月 31 日で終了し
　ます。
※１１９番への災害等の問い合わせは、緊急通報の
　妨げになりますので、新・消防テレフォンサービ
　スをご利用ください。
■問い合わせ　西置賜行政組合消防本部通信指令室
　　　　　　　☎ 88 － 1212

☎０１８０－９９２－７７７

雇
用
促
進
税
制
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　　

雇
用
促
進
税
制
と
は
、
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
内
に
始

ま
る
各
事
業
年
度
（
個
人
事
業
主

の
場
合
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日

～
平
成
28
年
12
月
31
日
）
に
雇
用

者
数
を
５
人
以
上
（
中
小
企
業
は

２
人
以
上
）
か
つ
10
％
以
上
増
加

さ
せ
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
事
業
主
が
、
法
人
税
（
個
人

事
業
主
の
場
合
は
所
得
税
）
の
税

額
控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
制

度
で
す
。
雇
用
者
を
１
人
増
や

す
ご
と
に
40
万
円
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
各
事

業
年
度
開
始
後
２
カ
月
以
内
に
雇

用
促
進
計
画
の
提
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井　

横
倉　

☎
84

－

８
６
０
９

雪による事故に注意しましょう！

　屋根の雪下ろしや除雪作業の際はしっかりと
安全対策を行い、雪害の防止に努めてください。

【雪下ろし時の注意】

◇動きやすい服装で、命綱、ヘルメットを着用し、
　はしごはしっかり固定しましょう。
◇なるべく２人以上で作業しましょう。
◇体調の悪いときは無理をせずに中止しましょう。

【除雪機による作業時の注意】

◇回転部に雪がつまったら、必ずエンジンを切り、
　回転部が停止したことを確認しましょう。惰性
　で回転していることがあるので不用意に手や足
　を入れないようにしましょう。

【落雪による被害の注意】

◇屋根からつららや雪塊が落下してけがをする事
　故があります。軒下の雪庇やつららを除去する
　ときは、屋根からの落雪に注意しましょう。

■問い合わせ　長井警察署　☎ 84 － 0110

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、 

平
成
27
年

２
月
１
日
現
在
で
「
２
０
１
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、
我

が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、 

農
林
業

を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
農
家 

・

林
家
や
法
人
を
対
象
に
5
年
ご
と

に
実
施
す
る
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
、
調

査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
、 

統
計
以
外
の
目

的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、 

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室
情
報
係

☎
85

－

６
１
２
１



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢

十　王　渋　谷　康　子　76

中　山　大　滝　康　雄　82

高　玉　長谷部　利八郎　83

荒砥甲　　　賀　よし子　98

横田尻　丸　川　眞　殊　82

山　口　槌　谷　は　な　92

畔　藤　髙　橋　き　う　88

高　玉　加　藤　勝　雄　84

滝　野　鈴　木　そ　よ　88

荒砥甲　齋　藤　惠　子　88

荒砥乙　大　貫　ま　さ　83

【12月 1日～12月26日届出】

住所 父母の名 子の名

荒砥甲 鈴木
達弥 威

い

　央
お

あゆみ

中　山 沼澤
伸壽 叶

かなう

佳奈

鮎　貝 菅原
清孝 実

み

　咲
さき

祐季

鮎　貝 高橋
淳 陽

あさひ

恵

荒砥乙 山口
和繁 人

か    え    で

楓瞳

荒砥乙 安達
陽介 華

は

　那
な

梓

　　氏　　　名　　　  住所

（中　嶋　武　則　　畔　藤

遠　藤　友　子　　長井市

（小　林　　誠　　　滝　野

稲　葉　美由希　　高　玉

（中　嶋　亮　介　　畔　藤

細　沼　愛　美　　東京都

（小　角　哲　也　　荒砥乙

五十嵐　香　織　　福島県

ご結婚おめでとう
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